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日本語文書処理システムPublissの紹介

大阪大学大型計算機センター 研究開発部後藤米子

1はじめに

当センターでは、本館の第4TSS端末室にワークステーション Sun-3を設置し、 1988年 1月から利

用者サービスを開始している [6]。 この上の応用ソフトウエアの一つとして、 日本語文書処理システム

Publissを導入しているが、センターニュースで UNIX特集が企画されたこの機会に、利用者の方の文書

処理の参考に簡単な概略を紹介する。

Publissはプリッジ(Bridge)社が開発したもので、その第2.0版がSun-3260のコンソールから使用

できる。その特徴をーロに言えば、第一に WYSIWYG(What You See Is What You Get)方式[1 Jで
あること、第二に文章と図形やイメージを別々に作成し、あとでそれらを取り込み文書を作成できるこ

と、第三に文字の大きさとその形が豊富であること、である。 WYSIWYGとは文字どおり、画面の表示

そのものをプリンタ出力として得ることができるという方式で、 TeX[8]などとは異なる。文字について

は、 現在、 世の中に流通しているワードプロセッサの大半のものよりも優れていると断言できる。

PublissはSun-3のウィンドウシステムのsuntools[5]のもとで動作するため、文章の入力以外では主に

マウスを駆使して作業を進めていく。イメージの入力には、イメージスキャナを用い、作成した文書は

Canon社のレーザーショット LBP-6に出力する。いずれも Sun-3に備え付けである。

饂では 2節でPublissの全体の構成と主な機能を概観し、 3節と4節でPublissを利用できるようにす

るための環境の設定と操作法の一部を述べる。付録に、本稿を作成したときのパラメータなどを、箇条

書で示す。文章、 図形などの入力の方法はマニュアルを片手にしばらく試みれば習得できるであろうか

ら省略する。本稿の目的は Publissを簡単に紹介することであるから、これだけで実用の手引きとして

は不十分である。使用する際には設置されているマニュアル[1 Jを必ず参照していただきたい。

2. Publissの特徴と構成

2. I特徴

Publissの主な機能には以下のものがある。操作上の特徴はUNIXの機能に負うところが大きいので省

略する。

0字稽とコード

JIS第1水準、第2水準のすべての文字が使用できる。内部コードはシフトJISである。

o書体
明朝体、ゴシック体（日本謡。 roman、sanserif(英数字。

0字の大きさ

5ヽ 7、IO、14、20、28、34,44, 54, 60_200級(10級きざみ）。
ここでいう1級は0.254rnrn(通常の印刷用語では0.25mm)。

本稿は麟lissで作成したものをそのまま写真製版したものである．
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0 文字修飾

王籐、王線傍点強調斜体、アll7)~~4~、影つき。
o A4またはB5サイズの用紙1枚を1ページとし、その片面または両面に印刷できる。袋綴じのように
1枚に複数ページを印刷できない。

o 文章の占める領域はフレーム（枠）と呼ばれるもので管理される(42参照）。
o 改行、改ページといった制御コードは一切見えない。
0 ページ番号、ヘッダ、フッタは本文とは別にオーバーレイフォームと呼ばれるもので管理される。

O 字間、行間を級単位で設定できる。

o プロボーショナル処理（字形によって字の間隔を調整することをいう）は英数字部分のみである。
0 文書を構成する文章と図形やイメージ(Sunラスターファイルも含む）とを別々に作成しておき、そ

れをあとで組み込む。

o 一太郎で作成した文書をとりこむことができる。

以上、主にPublissの長所を列挙したが、 Publissの特徴をより理解していただくために敢えて短所も

いくつか挙げてみたい。誰がどんな目的で使用してもつねに十分に満足できる、 といった文書処理シス

テムはないことを承知したうえでのことである。

0 技術文書向きの機能が不十分である。特に数式と表の作成が弱い。

o 入力に手間がかかる。たとえば電源が入っている間だけ、最新に変換した単語をその先頭1文字で
呼び出せる、という機能がないのできわめて不便である。

2.2 構成

通常、手作業で文書を作成するときは(1)文章を書く(2)図を用意する(3)それらを切り接ぎして文書の形

に整える、といった手順で行う。これに対応して Publissでは、テキストエディタ、 ドローイングツー

ル・スキャニングツール、 レイアウトツールと呼ばれるモジュールとデータコンバートツール、辞書工

ディタの補助的なモジュールとが用意されてお

り、図 1のアイコン(icon)と一対ーに対応してい

る。これを本稿ではカーネルアイコンとよぶ。

テキストエディタ

ローマ字入力のかな漠字変換だけによって文章

を作成し、ファイルに格納する。このファイルを

テキストファイルと呼ぶ。 これはあとでレイアウ

トツールによって取り込まれる。

文章の作成に必要な基本的な編集機能、 すなわ

ち、文字の検索、置換、タプの設定などができ、

入力済みの文章を確認するために横書きのみの印

刷機能をもっ。字の大きさ、字間、行間は既定値

が適用され、これを変更できない。

コードおよび部首による入力はできない。内部

では入力されたかなをキーとして、 優先度の高い

順に (1)利用者定義辞書(2)共通辞書(3)類義語辞書
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の3種類の辞書を引く。 (1)は後述の辞書エディタ

で利用者自身作成しなければならない。 (2)および

(3)はPubliss標準のものであるが、画面およびプ

リンタに表示可能な文字のうち使用頻度の低いも

のは登録されていない。このときは(1)を作成して

利用者が自分で登録しなければならない。

Fローイングツール

基本図形を元にマウスを用いて拡大、縮小する

ことによって図形を作成し、 ファイルに格納す

る。 これはあとでレイアウトツールによって取り

込まれる。 図形の中に文字を入れることもでき

る。

スキャニングツール

イメージスキャナでイメージデータを作成し、

ファイルに格納する。 これはあとでレイアウトッ

ールによって取り込まれる。

レイアウトツール

上記で作成したファイルをデータとして読み込

み、文字修飾、行間の調整、ページなどの割り付

け処理をほどこして文書の体裁を完成し、最終的

な印刷をおこなう。 ファイルに格納することもで

きる。このファイルを文書ファイルと呼ぶ。校正

のために文字の入力機能を持つがこの変換はテキ

ストエディタと同様におこなわれる。

データコンバートツール

シフト JISコードファイル、 Sunラスターファ

イル、一太郎文書ファイル、をPublissのファイ

ル形式に変換する。現在の版では逆変換はできな

い。シフトJISコードのファイルでも、 Publissで

作成したものでなければこのツールを経由しなけ

ればならないことに注意すること。

麟エディタ

利用者は自分専用の辞書をホームディレクトリ

にもつことができるが、 この辞書を登録するため

のツールである。 変換対象外の文字を表示すると

き、およひ略語登録をしたいとき、に用いる。こ

のなかではシフトJISまたはJISコードによる入力

が可能である。

各ファイルの内容の修正はそれぞれ作成したモ

Puhl iceの主な概鯰を口設すると次のようである．操作上の持mはUNIXの既蹂に
する．

0 字種とコード

JIS第1水亭、第2水のすべての文字が使用できる．内部コードはシフトJIsである．
0 書体

明笥体．ゴシック体 CB*llil.oーマン、サンセリフ（英歎字）．
字の大きさ

5. 7. 10. 14. 20. 28. 34. 44. 54. 60-200紐まで．ここでいう 1

（通常の印屈用記ではO.25mm). 

28紐以下はドットフォント.34級以上はソフトウエアで作成するベクトルフォントである．

0 文字修飩

上籍．下紐佼点．弦謂（太く印字）．似体、アウトライン（中ぬき）．影つき．

A4またはB5サイズの用紙1枚を1ベージとし．その片11llまたは円面に印町できる．袋

歎ベージを日蔦1できない．
0 文章の占める謂坂はフレーム（枠）と呼ばれるもので菅理される．この効用について4.1 

〇 改行．改ベージといった制臼コードは一切nえない．
0 ベージ呑号．ヘッダ．フックは本文とは別にオーバーレイフォームと呼ばれるもので菅涅

字間．行間を紐単位で設定でさる．
A ~n 喰—,,_+,,.,,,,鴫（守~.-,ートーア"'ヽm疇疇た由皿ヽ x-vた...~,,. 彙●,.,, 以A

図2 テキストエディタ

図3 データコンバートツール
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ジュール内だけで可能である。 このためファイル名はどのツールで作成したかがわかるように、その末

尾に拡張子のようなものを付加しておくとよい。

3. 操作法 (1)

3.1 環境設定

Publissを起動するためにはUNIXでいうところの環境の設定 [2、4]が必要であるため、自分のホーム

ディレクトリ下の.cshrcファイル（簡単に言えば、コマンドの解釈のためにシステムが参照するファイル）

に下記の 3行を追加しておかなければならない。

setenv PUBEXE /usr/publiss/BIN (Pub! 函の本体）

s e t e n v FONT D I R / u s r / p u b I i s s /FONT (フォントファイル）

setenv PUBTMP /usrl/fogin-id/tmp (作業用領域）

login-idはホームディレクトリを示し、ディレクトリ如Pを作成しておかなければならない。さらに、サ

ーチパスを示すC-Shell変数のPATHに/usr/四bliss/BINを追加する。

suntoolsを起動するためにC-Shellのプロンプト（本稿ではこれを％で表わす）に対し、

% suntools 

と入力する。

3_2 指令の与え方

前述のように、 Publissはウィンドウシステムのもとで動作するので、操作の指令にはマウスを用い

る。 ただし簡単な操作に限り、 マウスによる指令と同等のことを二つのキーの組み合わせでおこなうこ

ともできる。 この他にもファイル名などはキーボードから入力する。 このとき入力欄を移るにはタプキ

ーを用いる。

マウスによる操作にはメニューのなかから選ぶ方法と、 アイコンを指定する方法とがある。 メニュー

はマウスの右ボタンを押すと押している間だけ表示されるので、 その中から一つを選ぶ。 このためには

メニューのなかの該当する箇所にカーソルをあわせ、 それを黒く反転させたのち指をマウスから離せば

よい。 アイコンはウィンドウの上部または下部に表示されているので、 目的のアイコンにマウスの一ソ

ルをあわせ左ボタンを押す（これをクリックという）。操作の対象となる範囲を指定するときには、マウス

を用いて黒く反転させておかなければならない。 ここで述べたマウスの操作は、 Publiss固有ではなく

suntoolsと共通である。

3.3 起動と終了

suntoolsのウィンドウ内で、

％匹liss

と入力すると Publissのが起動され、前掲の図 1のカーネルアイコンが表示される。これ以後はPubliss

の世界である。 ッールを起動するにはそれに対応したアイコンをクリックし、終了するにはそのツール

内のメニューの「終了」を指定する。 Publiss全体を終了するには、カーネルアイコン全体の外枠をマウス

でクリックし、「終了」のみのメニューを表示させそれを黒く反転させる。

一度のPublissの起動では同時に異なるツールを使用することはできるが、同じツールは同時に使用で

きない。各ウィンドウは通常のものと同様にして移動、隠す、表わす、などの操作ができるけれども、

閉じる、大きさを変える、 ことはできない。ファイル管理ツールはファイルのアクセスが生じたときに
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自動的に呼ばれる。

4. 操作法 (2) (レイアウトツール）

4.1 饂

レイアウトツールを「新規作成」で起動すると用

紙の方向、余白域などの問い合わせがある。この

余白域外の部分が文字の印字可能域であり、 ここ

にとられた最大の一つのフレーム(4.2参照）を本稿

では基本フレームと呼ぶことにする。図形はプリ

ンタの印字可能域に出力できる。設定が終了する

と図4の画面のウィンドウに移る。

レイアウトツールでは操作の種類を示す編集モ

ードをアイコン（図形、文字、フレーム、線、イメ

ージ、の5種類）で選ぶ必要がある。黒く反転して

いるものが現在の編集モードである。以下、アイ

コンの名称で編集モードをいう。

初期状態は図形モードであり、紙の上には何も

表示されていない。用紙が 1枚(1ページ）あって、

その上にほ良ないけれども）前述の基本フレーム

だけある、という状態である。図5のように見え

るようにするには、 フレームモードで印字可能域

をクリックする。

ページ（用紙）を追加する方法は4.4で述べる。

4.2 フレーム

「フレーム」とは、紙の上に文章（図やイメージで

はないことに注意）の占める領域を指定するもの

で、 マニュアルでは文字のはいる容器と呼ばれて

いる。画面上の四角の実線（図5参照）であり、印刷

の対象とはならない。 1ページにいくつあってもよ

い。 大きさおよび位置を正確に指定したいときに

は、 サプメニューの「フレーム情報」のなかでmm

単位でおこなえる。

テキストファイルのデータが格納される/I厠宇を

表わすために、 フレームの集まりは一つのフレー

ムを一つの要素とする一方向に連結されたリスト

構造をとる。 リストの要素でないフレームを孤立

フレームという。一つの文書は複数個の、リスト

および孤立フレームを持つ。必要に応じて一つの

リストをいくつかのリストに分割したり、孤立フ

n示ェリア

D
 

図4 レイアウトツール（初期状態）

.. 叫塁ンステム""""ぶ介

蝸襲モ -r

讐
四国

四年

""" ,, ア

D
 

...:=ー--~ょ—匹一~"こ匹.., 
”’ ., 疇比,_,.::---~--••, ~~~"-" 
疇翼瓢,,,,.,● "・情'-.,., ンセりn璽·~

•尋疇訳"

H»K>2M 疇«~·""""で●'"℃い9
'"~""が,~,

• 具9慮鼻= .. N-•。~,.,や贅“這で
/・・ 一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

図5 テキストファイルの取り込み
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レームをリストに連結したりしてよい。メニューの「文字の置換・検索」および校正作業にともなう行の移

動の対象範囲は、 この操作が行われたリスト内だけである。 リストの要素か否かはいつでも知ることが

できる。

フレーム内に文字があっても、 フレームの拡大、縮小は可能である。なお、フレームに関した細部を

付録で少し補足する。

4.3 テキスト、図形、イメージファイルおよび文書ファイルの取り込み

すでに作成済のテキスト、図形、イメージファイルの取り込み)I厠字は自由である。図形やフレームの

配置をするときには、補助線も表示させるとやりやすい。

図形またはイメージの取り込みはそれぞれ図形モードまたはイメージモードで、 メニューの「データの

取り込み」を指定する。取り込むべきファイル名を求められるので作成済みのファイル名を入力する。正

しく入力されるとこの時点で取り込みは終了し画面に内容が表示されるので、 必要に応じて整形や配置

を行う。

テキストの場合にはフレームモードでフレームを注目状態（付録参照）にした後、上と同じ操作をする。

フレームモードであることに注意すること。 この結果注目状態のフレームが属するリストの最後に追加

される。 リストが空のときは先頭から格納される。フレームがテキストデータで一杯になったとき、連

結先をもつときはそのフレームに格納される。連結先をもたないとき、 残りのテキストデータはシステ

ムのバッファにしまわれ、フレームが新しく連結されると直ちに連結先に現われる。文字の編集作業（文

字の大きさの変更など）は文字モードでおこなう。

文書ファイルの取り込みは、メニューの「文書」でおこない、現在編集中のファイルの指定したページの

直前または直後に、ページ単位に複写することができる。

4.4 ページ数の確保

Publissでは用紙1枚が1ページに相当する。前述のように初期状態では用紙は1枚しか用意されていない

ので、これで不足するときにはメニューの「ページ」で必要な枚数になるまで追加しなければならない。こ

のとき、基本フレームの有無およびフレーム間の自動連結の有無を併せて指定できる。

ページの追加はこれが必要になった時点でよいが、 4.3で述べた各種のファイル取り込みの前に行って

おくのが普通であろう。ただし、文書ファイルの取り込みではページも同時に作成される。不要になっ

たページは「ページ」メニューのなかで削除できる。

4.5 ベージ番号をいれる方法

ページ番号は、メニューの「オーバーレイフォーム」で作成する（図7参照）。一つの文書はオーバーレイ

フォームのデータを一つもち、 このデータは編集画面のうえにかさねて表示され、印刷される。他の文

書のオーバーレイフォームのデータを読み込むこともできる。

オーパーレイフォームが起動されると、 印字可能域が点線で囲まれた、 基本フレームさえ一切もたな

い1枚の白紙の状態が画面に現われる。ここでページ番号を入れたい位置にフレームを作り（ページのはい

る大きさがあればよい）、文字モードでフレーム内のページ番号の位置に文字カーソルを移動させ、 ペー

ジボタンをクリックする。英字pがノンプルの位置に表示される。同様にして枠、ヘッダ、フッタなどの

印字もできる。
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4.6 印刷

最終的な印刷はメニューの「印刷」を指定する。

印刷対象範囲を開始ページと終了ページで指定す

る方法と、必要なページだけを指定する方法（ラン

ダム印刷という）とがある。当センターでは、プリ

ンタのハードウエアのパラメータの設定はlprコマ

ンド(Sun-3の通常のプリントコマンド）と同じで

あるため、特別な設定は不要である。

印刷指令を出すと「印刷作業中」のウィンドウが

現われる。この作業は内部的には、利用者のファ

イルを解読しながらプリンタのスプールファイル

に書き出す、 いったことをするので少し時間がか

かる。 この作業が完了すると「印刷作業中」の表示

が消え、利用者ファイルは解放されるから、プリ

ンタから印刷物がまだ出てきていなくても、 次の

仕事に取りかかってよい。 レイアウトツールを終

了させてもよい。

印刷を取り止めたいときは、「印刷作業中」に「中

止」アイコンをクリックすればよい。この後でも幸

か不幸かプリンタが混んでいて出力待ちになって

いるときは、通常のlprmコマンドで出力を取り消

すことができる。

5. おわりに

謬を一読後、または一瞥後、はたしてどのよ

うな印象をもたれたであろうか。もし幸いに、好

感を持っていただけたとしても、 文書処理は自分

のデスクのそばでおこなうものという通念からみ

ると、 センターまで足を運ばなけらばならないこ

と、 しかも Sun260が1台しかないこと、などの

事情で高性能に魅力を感じながらも敬遠されそう

である。それに加えて、入力方法が読者が常日頃

使い慣れたものとはおそらく異なるであろうか

ら、これもマイナス要因となるであろう。

筆者の経験ではテキストの入力にさえ慣れてし

まえば、想像していたよりも使いやすい。最初は

OHP の原稿などのごく短いものから始めてみて

はいかがであろうか。 お望みのサイズのきれいな

文字が原寸で得られることに満足されることと思

う。 使用する際には必ずマニュアルを一読される

図7 ページ番号を入れる
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ことを重ねてお願いする

なおサンプルのファイルは次のとおりである。

o Publissのマニュアルにあるもの
ディレクトリ /u s r /pub I i s s 

ファイル sample.dr (図形ファイル）

sample.ly 伐書ファイル）

samplel.ly 改書ファイル）

0 本稿の一部

ディレクトリ /usr/1 ocal/doc 

ファイル cnews.tx (テキストファイル）

cnews.ig (イメージファイル）

cnews.ly C>環『ファイル）
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付録

本稿で用いたパラメータを参考までに下記に示す。

〇 原稿の大きさはA4サイズ。余白などは既定値。製本の段階で85に縮小。

0 フレームの大きさは図形のあるページは図形のはいる位置を避けて縮小。

0 文字の大きさ、表題は20級、脚注は10級、本文は14級（既定値）。字間、行間はすべて既定値。

0 文字修飾は、太字は強調、斜体、傍点。

O 禁足処理、プロボーショナルを設定。

0 英数字の前後には自動的に空白が挿入されないため、 自分で英数字モードの空白を挿入した。

〇 図はすべて画面のイメージをscreendumpコマンドでファイルに格納し、データコンバートツー

ルでPubliss形式に変換したのち、レイアウトツールに取り込み、 トリミング処理をほどこした。

0 テキストはテキストエディタで作成したが、レイアウトツールに取り込んだ後、この中でかなり

大幅な校正を行うことになった。 しかし残念なことに、 この能率が以下のような理由からとても

悪かった。
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o 画面拡大をしなければ文字が読めないが、視界の横幅は1行のちょうど半分であるため、

この視野をマウスで頻繁に動かさなければならない。

o 変更箇所以下の画面内を、変更の影響のないところもすべて書き換えてしまうため、画面

表示に時間がかるうえにこの間は、入力が受け付けられない。

0 文章の校正作業中は、イメージの高速表示を指定したほうがよい。イメージの画面表示には時間

がかかるためである。

補足 フレームについて

0 フレームの作成と削除

フレームの作成には前述の基本フレームを分割または縮小して利用するか、 基本フレームを削除して

しまって新規にマウスで描く。 フレームを削除するには孤立フレームにして注目状態（後述）にした後、

Deleteキーを押す。

0 フレームの注目状態

フレームの注目状態とは、 操作の対象となるフレームを指定するものである。 フレーム内をクリック

すると注目状態になり侮が二重に表示される）、フレーム外でクリックすると注目状態は解除される。た

とえば下記の場合に必要となる。

フレームに関する情報。テキストファイルの読み込み。フレームの連結、切断の操作。

フレームのあふれデータの有無。フレームの削除。

0 フレームを切断するときの注意

フレームFaの連結先がFbであるとき、 FaとFbとを切断するには、 (J)Fb内の文字をそのままFb内に残

すか、 (2)Faのあふれとしてひきあげるか、の二とおりがある（問い合わせがある）。テキストデータはそ

のままでフレームFbだけを削除したいときには(2)を選ぶ。

(200級）
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